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はじめに
　従来，商品陳列館では商品資料の材質や用途別の分類・展示を行ってきたが，今日にお
ける多種多様な商品全てをカバーできるものではなく，全体として何を志向する展示であ
るのか今ひとつはっきりしない感があった。そうした中，1994年度に開催された館創立以
来最初の企画展「地域と伝統工芸～各地に伝わる多彩な技法～」展と，本年度の企画展　「地
域と伝統工芸II～現代に生きる伝統の技と美～」展において，館蔵の伝統的工芸品の大部
分を公開し，今後の活動に向けて館の性格を規定しアピールできたのは大きな契機となっ
たと考えられる。設立当初「商業教育・産業教育の育成と，商品に関する実践的知識の普
及」を目的として発足した当館の事業は，高度経済成長期を迎える以前，さあ，これから
商品を開発しようという時期において，非常に画期的な試みであったと評価できる。それ
から過ぎること半世紀，商品と名のつくものは巷に溢れかえり，商品それ自体をただやみ
くもに収集・展示する方法は物理的にも理論的にも限界に達していた。そうした情勢に対
処すべく1970年代頃からは収集対象を絞り，伝統的工芸品を重点的に扱ってきた。両企画
展はその成果の一つの結実であるとも言えよう。そして今日，伝統的工芸品は商業・産業
教育の題材としてのみではなく，消費と地球環境保全の問題「個」の尊厳と個性的文化の
創造，「地方の時代」「地方分権」など，我が国の社会・文化のあり方そのものへの有用な
示唆を内包した資料として新たな評価が必要となってきたと言える。近年，大学に対して
求められている，社会に対する開かれた生涯学習の場としてふさわしいテーマと考えられ
る。それを言うには，あまりにも実績に乏しい当館ではあるが，まずはその第一歩として
の1995年度の活動を，以下，順に紹介してゆきたい。
教育・普及
1　企画展「地域と伝統工芸II～現代に生きる伝統の技と美～」展の開催
　前年度の「地域と伝統工芸～各地に伝わる多彩な技法～」展に引き続き，館蔵の伝統的
工芸品を公開した。これによって，前年度とあわせて館蔵の伝統的工芸品の大部分が公開
されたこととなる。展示の内容は，工芸品の材質別・種目別に「和紙」「陶磁器」「繊維」
「漆器・木製品」「竹細工」「玩具・おきもの」の6部門を設定し，さらに工芸品の特性によ
って，特に装飾性に秀でたものを「装飾の美」，伝統的な技法が現代的な商品デザインの中
に生き続けている工芸品を「姿を変え生活に息づく伝統」として紹介した。今回の展示で
は副題に示したように，伝統的な技法がただ単に古くから伝わっているのではなく，その
伝来の過程において常に変化を続ける生活用具の意匠として生き続け，なおかつ「伝統」
とは一見あい反するかに思われるような現代的ライフスタイルの中に溶け込んでいる事と，
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今日における商品のデザインの画一化に一石
を投ずるべく，その個性とアイデンティティ
ーのアピールとして意匠の美をクローズ・ア
ップしてみた。生活用具としての工芸品の装
飾性は，人と道具の関係を即時的な要用に足
りればよしというものではなく，長く愛玩品
として通時的な使用がなされる，言わば人と
道具とのパートナー・シップから生じるもの
であろう。その意味で，現代的な課題として
大量消費即廃棄の是正が言われる中，そのひ
とつの指針でもあるのではないかと考えた次
第である。
　会期は当初，11月6日　（月）から12月8日
（金）の5週間としたが，前年度同様3月末日
までの会期延長となった。また，前年度同様
ポスターを印刷，大学付属・都道府県立・東
京都内・近県の各博物館・図書館，ならびに
関係諸機関に送付，展示品目録を作成し来館
者に配付した。展示替作業は11月2日・4日
の両日にわたり行ったが，博物館館務実習生
の諸君，学内他2館（刑事・考古学博物館）
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2　講演と映画の会
　例年通り，学外から講師を招いての講演会を開催し，併せて映画の上映を行った。
日時；11月24日（金）　午後2時～5時
会場；明治大学駿河台校舎12号館2103教室
次第；挨拶　博物館事務長　熊野正也
　　　講演　演題「『写ルンです』はどう開発されたか」
　　　　　　講師　前フジカラー販売社長　徳田精宏氏
　　　　　　演題「現代の暮らしに生きる伝統的工芸品
　　　　　　　　一使い手発想の展示即売会体験談一」
　　　　　　講師　生活工芸品コーディネイター　高森寛子氏
　　　映画　通産大臣指定伝統的工芸品「春慶塗」（岐阜県高山市）26分
講演は商品開発に関するものを1題，もう1題を同時期開催中の企画展の内容に合わせて
伝統工芸関係のものとした。徳田氏には，カメラにフィルムを装填するのではなくフィル
ムにレンズを装着するという逆転の発想から，写真を撮影するというライフスタイルを大
きく転換させたヒット商品，「写ルンです」の開発について講演をいただいた。高森氏から
は，伝統的工芸品をいかに現代的なライフスタイルの中で活用するかを紹介することによ
ってその使い手の拡大を促進するという，自身主催された展示即売会の様子をスライドを
交えてお話しいただいた。講演内容の詳細については，後段掲載の講演要旨を参照いただ
きたい。映画については，同じく企画展の内容と合わせて伝統的工芸品に関するものを選
定した。
3　博物館実習
（1）他大学からの館務実習の受け入れ
　他大学の学長，ならびに学芸員資格課程担当者からの依頼に応じ，4大学から合計21名
の館務実習生を受け入れた。実習期間と実習生氏名，主な実習内容は下記の通り。
期　日；第1期　7月31日（月）～8月9日（水）　計8日間
実習生；白石美佐子　嘉野世津子　村野容子　徳原文子　小谷美画　三保谷智子
　　　　吉川詠子　　川村ひとみ　芝田　綾　浜　律子　平良睦子　冥加都子
　　　　越川頼子　　北村智世　　平田　歩　尾本悦子　西山京子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上，全員大妻女子大学）合計17名
実習内容；収蔵資料の整理（資料台帳カードの作成と資料の梱包）
　　　　　図書の整理（図書カードの作成と配架）
　　　　　日常業務の補佐
　　　　　資料研究（各人1点ずっ）
　　　　　その他　各館の設備・展示の見学と意見交換会など
期　　日；第II期10月23日（月）～11月4日（土）　計9日間
実習生；今村真人（専修大学）　谷口恵（創価大学）　田中百恵（立教大学）
　　　　　水目尚子（立教大学）　合計4名
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実習内容；企画展示準備作業および展示替作業
　　　　　日常業務の補佐
　　　　　各館見学
（2）見学実習
館務実習とは別に，下記の通り見学実習を受け入れた。
　本学　　　　5月12日・19日・26日　　　計120名
　関西大学　　9月8日　　　　　　　　　　42名
　創価大学　　10月28日　　　　　　　　　　33名
4　ユーティリティー・ルーム（Utility－Room）の開設
　展示室の一画を仕切り臨時の資料収蔵スペースとしていたが，A地区再開発事業にとも
なう旧収蔵室資料の移転にあたり，それらの資料もあわせて新収蔵室に収蔵し，明いたス
ペースを閲覧室，作業室，講義室を兼ねられる多目的（ユーティリティー）スペースとし
た。今後，一般来館者の図書閲覧スペース，学内三館共同事業である「入門講座」を初め
とする諸講座の会場，博物館実習の場として活用してゆく予定となっている。
収集・保存
1　資料の収集
　近年の重点対象である伝統的工芸品を資料として購入した。購入資料は6品目合計29点
である。その内訳は，赤津焼（愛知県瀬戸市）13点，美濃焼（岐阜県多治見市他）6点，
四日市萬古焼（三重県四日市市）1点，浄法寺塗（岩手県浄法寺町他）の使用例の写真パ
ネル7点，津軽塗（青森県弘前市）1点，その他1点である。赤津焼は12月の実態調査時
に選定を行い，通産大臣指定の工芸品となっている7種類の紬薬（灰粕・鉄紬・古瀬戸・
黄瀬戸・織部・志野・御深井）をそれぞれ1点ずつ（抹茶茶碗5・花器2），他に近年の開
発商品である雛人形1対，陶芸家北大路魯山人の作品を模した咀皿を1点，ワイングラス
2点，紬薬に千倉石のみを使った「千倉志野茶碗」を購入した。他に同じく赤津焼のうち
表面に複雑な刷毛目を施した伊羅保花器を購入した。また，美濃焼も施紬陶器に関しては
赤津と同様のものを焼いているが，今回は赤津で指定外となっている，染付磁器の比較的
近年製造されたものを6点購入した。これら，赤津・美濃については96年度の企画展時に
出品するものとして収集した。四日市萬古焼は通常無紬焼成であるが，今回は施粕によっ
て部分的に意匠をほどこした急須を購入した。津軽塗は「ひねり」という既に技法の継承
者の絶えた貴重な資料を収集することができた。また，浄法寺塗の写真パネルは，講演と
映画の会の講師である高森寛子氏から譲り受けたもので，伝統的工芸品を現代のライフス
タイルの中でどのように生かしてゆくか，その使用例を撮影したものである。いずれ浄法
寺塗の実物と合わせた展示が出来ればと考える。その他は，冬季の茶会に使用される　「手
焙り」である。近年は暖房設備が行き届き，著しく需要が減少した希少なものである。
　また，9品目22点の資料の寄贈を受けた。詳細は後段の事業報告を参照のこと。
2　資料の保存
　新規資料台帳カードの導入を決定し，カードの更新を開始した。新規のカードでは，資
料の細部に関するデータを書き込むスペースが大幅に増加し，展示・保存管理上の利便の
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向上が見込まれる。また，カードの更新にともない資料の梱包の更新を行った。
3　収蔵室の移転
　駿河台校地A地区の再開発事業にともない，A地区3号館の収蔵室を6号館に移転した。
また，従来展示室の一画を仕切って収蔵スペースとしていたが，そちらの資料もあわせて
新収蔵室に収蔵した。
調査・研究
1　伝統産業の実態調査
　下記の通り伝統産業の実態調査を行うため調査員を派遣した。
香川漆器（香川第2次）
期日；4月28日（金）～30日（日）
調査員；刀根館長
調査先；香川漆器工業協同組合
赤津焼・美濃焼（愛知・岐阜第1次）
期　日；12月5日（火）～7日（木）
調査員；外山
調査先；瀬戸市歴史民俗資料館　霞仙陶苑　赤津焼工業共同組合
　　　　土岐市陶磁器試験場　多治見市埋蔵文化財センター
三春駒・三春張子人形・大堀相馬焼・田代駒焼（福島第1次）
期　日；3月12日（火）～15日（金）
調査員；外山
調査先；三春町歴史民俗資料館　高柴デコ屋敷　大堀相馬焼共同組合　明月窯
　　　　原町市野馬追の里歴史民俗資料館　相馬市教育センター資料館
※実態調査にあたっては下記の調査項目を設定した。
・伝統的工芸品の製作工程について
・原材料の調達方法や製品の販売方法について
・地場産業としての規模の変遷について
・人材育成について
・商品開発について
・産地組合の役割について
・伝統産業および伝統的工芸品の歴史的変遷について
・伝統的工芸品の製作のバック・グラウンドとしての産地の気候・風土・地域的特質につ
　いて
・その他
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　なお，今後は企画展や各種講座の中で実態調査の成果を紹介する方針とする。96年度は
愛知県瀬戸市から岐阜県東濃地方に展開する陶磁器産業をテーマとする予定である。
その他
1　刀根武晴館長の顕彰
　刀根武晴館長が，（財）日本博物館協会から平成7年度日本博物館協会顕彰を受けられた。
同顕彰は，協会または博物館等の事業に対し顕著な功績があった者，永年勤続し他の模範
となる者など，個人や法人，博物館を顕彰するものである。顕彰式は10月26日，弘前文化
センターで開催された第43回全国博物館大会の席上で行われた。刀根館長は1966年に初代
林久吉館長の後を継ぎ，以来足かけ30年の長きにわたり館長を務められ，その間の館蔵資
料収集に対する尽力が文字通り今日の商品陳列館の「礎」となっていると言うことができ
る。
おわりに
　以上，1995年度の商品陳列館の活動を概観してみた。今後当館では，伝統的工芸品を通
じて，産地の歴史的・地理的特質から伝統産業の現状まで，様々な学習の題材を提供して
ゆく方針である。本年度は9月の収蔵室移転作業の準備に大きな時間をさかれ，企画展示
や「講演と映画の会」も，従来型と折衷の暫定的な内容であり，年度としては来年度以降
のための準備期間としての色合いが強いものとなった。次年度以降は，いよいよ，伝統的
工芸品を題材として，「このような学習ができる」という具体例を提示できるような事業を
実践に移して行く段階となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（とやま　とおる）
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